
時間領域における基礎物理学研究のための位相安定化フェムト秒�アト秒
分光システムの開発
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アト秒物理学の方法論により，原子・分子・電子等の超高速運動を理解することが出来るように

なった一方，この方法論により ���，���，標準モデルを超えた理論モデルの検証の様な基礎物

理学に対する知見が得られるかは不透明であった．

我々は，アト秒�フェムト秒パルス対を用いて物理定数で解析的に表現される不安定粒子（状態）

の寿命をアト秒の時間精度で直接測定するための光学システムの構築に着手している．例えば図

����に示される方法によってパラポジトロニウムの寿命をアト秒の精度で決定出来れば，���の

検証に対して電子の �因子測定と同程度の精度をもつ候補となり 	�
，アト秒物理学の方法論で基

礎物理学の研究を展開することが出来る．

図 ����に本システム中の自作密度勾配型中空光ファイバー（内径 ��
 ��� 長さ ��）に，商用

����レーザー（���������� �� �����������  �!"）の出力を導入して得られたパルスのスペクトル

を示す．講演では，本方法論の詳細と，我々が構築しているレーザーシステムの現状報告を行う．

本研究は，松尾学術振興財団による助成金を受けて行われた 	�
．
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